
CCUSの取り組みでは気体を貯蔵・運搬する技術が必要
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貯蔵圧力
・液化炭酸ガスは液化装置の使用
→高いコストがかかる

メタン化

貯蔵圧力 50気圧

CO2貯蔵量 400cm³/cm³

内容積 40.2L

総重量 76kg

制限により貯蔵・運搬が非効率的

・高圧ガス保安法により耐圧容器の使用義務

容器が大きく、重くなる
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(25℃/10気圧)

HKUST-1
(25℃/10気圧)

Ni-MOF74
(25℃/10気圧)

液化CO₂貯蔵
(15℃/50気圧)

密度(g/L)

282(39%)

431(59%)

308(42%)

CO₂を液化
しなくても、
MOFなら
「液化CO₂
の約6割」
を常温低圧
で貯蔵可能

作成した各ペレットの10気圧におけるCO₂貯蔵密度

多孔質ペレットを吸着貯蔵する場合の比較

730(100%)
基準

10気圧で液化CO₂貯蔵比で59%まで向上



浄化センター
（下水処理場）

MOF貯蔵容器内に吸着

化学工場に輸送

消化ガスから
化学製品（メタノール等）へ

MOFペレット

• 処理場内の加
温・燃料

• 消化ガス発電

全国の全下水処理場（約2,160
箇所以上）のうち、メタン発
酵を行う「汚泥消化槽（タン
ク）」を保有している施設が
約300箇所あり、それらの施
設では基本的に100%ガスを回
収してエネルギーとして活用
（または処理）しています

消化ガス
（バイオマスガス）
・メタン（CH4）
・二酸化炭素（CO2）

バイオマス由来ガスを
化学原料として有効利用するために
課題となる輸送効率をMOFで改善

化学工場にて脱着





新潟県「にいがた防災ステーション」

◼ウォーターチェンジャー®搭載型のトイレカー

Re/BIO、旧型トイレカー各1台が、新潟県

にいがた防災ステーション参加企業で構成

する「にいがた災害支援企業ネットワーク」の

活動の一環として、令和8年熊本地震被

災地へ派遣

◼令和8年8月8日に、2台のトイレカーは熊

本県宇土市に到着、ボランティアセンターで

使用中

◼ 防災ワクチンシンポジウ

ム／にいがた防災ス

テーションフォーラム

◼ トイレカーRe/BIOが第８回

日本イノベーション大賞 選考

委員会特別賞受賞（2/9）

◼ 防災ワクチンが文部科学大臣

賞 科学技術賞（理解増進

部門）受賞（4/15）

◼ スノーテックイノベーショ

ン出展（9/12電動ア

シスト運搬車）

新潟県が進める産学官連携による防災産業のクラス
ター形成により、防災に係る新しいプロジェクトや
イノベーションを創出するプラットホーム

日時： 2026年11月10日（火）14:00～16：30

会場：ニューオータニ長岡ＮＣホール（長岡市）

文部科学大臣表彰受賞、書籍発刊

地域防災実践研究センター設立５周年記念
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